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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】近赤外線を利用することで無侵襲的にヘモグロビン濃度を測定する装置（ASTRIMTM）を造血器疾患患
者に使用することにより、本装置の有用性を検討した。 
【対象と方法】140人の造血器疾患患者に対して、ASTRIMTMを使用し無侵襲的にヘモグロビン濃度を309回測定
した。同時に採血試料を用いて自動血球測定装置（K-4500）にてヘモグロビン濃度を309回測定した。 
【結果】K-4500およびASTRIMTMでのヘモグロビン濃度（それぞれK‐Hb、A-Hb）の相関係数は0.591であり、統
計的に有意であった（p＜0.001）。174人の貧血患者と135人の非貧血患者でのK-Hb、A-Hbの相関係数はそれぞ
れ0.531（p＜0.001）と0.345（p＜0.001）であった。309回のASTRIMTMでの測定値においての貧血診断に対する
感度および特異度はそれぞれ78.3％と69.0％であった。これら相関係数、感度、特異度は有意である一方、正
確性という点では不十分と考えられた。非貧血患者でより相関係数が低下したが、健常者21人での相関係数は
0.735と良好であった。この理由として測定条件（指のCCDカメラに対する位置、指の温度）の違いが考えられ
た。また再現性試験ではそれぞれ5人の健常者、患者で10回の連続測定を施行したが、CV％はそれぞれ3.77～
7.38％、3.42～11.1％と変数が大きく、数回測定した上、その平均値をA-Hbとして評価することが重要と考え
られた。 
【結論】ASTRIMTMは一定の測定条件下においては、その無侵襲という点から、経時的な変化を評価することが
必要となる手術時の出血や消化管出血などの患者などにおいて有用である。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 近赤外線波長、特に波長が600～900nmの光線はヘモグロビンにおいて特異的な吸収スペクトルを有しており、
経皮酸素飽和度測定などに臨床応用されている。経皮ヘモグロビン測定装置ASTRIMTMは近赤外線を生体に照射
し、その透過吸光度を測定することで無侵襲的に短時間（20秒）でヘモグロビン濃度を算出する新しい装置で
あるが、貧血患者に対して測定された報告は少なく、臨床上での有用性は明らかでない。本研究は、造血器疾
患患者におけるASTRIMTMの臨床分野における有用性を検討した。 
 造血器疾患患者に対してASTRIMTMを用いてヘモグロビン濃度を309回測定し、同時に採血試料を自動血球測定
装置（K－4500）を用いてヘモグロビン濃度を測定し、相関性を評価した。K－4500およびASTRIMTMでのヘモグ
ロビン濃度の相関係数は0.591（p＜0.001）であり、さらに174人の貧血患者と135人の貧血のない患者での相関
係数はそれぞれ0.531（p＜0.001）と0.345（p＜0.001）であった。また309回のASTRIMTMでの測定値において貧
血診断に対する感度および特異度はそれぞれ78.3％と69.0％であった。これら相関係数、感度、特異度は有意
である一方、臨床分野に使用するには正確性という点では未だ不十分であった。また貧血のない患者では、相
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関係数が低かったが、健常者21人での相関係数は0.735と良好であった。この原因として測定条件（指のCCDカ
メラに対する位置、指の温度）の影響について検討したところ、位置および温度の変化によって測定値が変動
した。一方、再現性試験では5人の健常者、患者で10回の連続測定を施行したが、CV（変動係数）％はそれぞれ
3.77～7.38％、3.42～11.1％と変動が大きく、数回測定した上、その平均値をヘモグロビン濃度として評価す
ることが重要である。 
 以上の結果よりASTRIMTMは1回測定での正確な貧血の評価という点では臨床応用において未だ不十分な点も
あるが、無侵襲、短時間でヘモグロビン濃度を測定できることからスクリーニング検査として有用である。ま
た、経時的な変化を評価することが必要な手術時の出血や消化管出血患者において有用であると考えられた。 
 本研究は光学を応用したpoint of care testの医療における有用性を示したものと言える。したがって著者
は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判断された。 
